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					このページはまだ校正されていません
蒙古 遊牧記の濟爾瑪台 河なり。提綱に曰く「朱爾馬台 河、源出㆓額黑鐵木兒山南麓㆒、東北流、曲曲二百餘里、瀦爲㆑池、曰㆓察罕 鄂模㆒、廣數十里、又東北流百里。有㆓布勒哈爾台 河㆒、南自㆓達爾湖 喀喇 巴哈孫 地之池水㆒東北流來會、又東北入㆓鄂爾坤 河㆒。」察罕 鄂模の鄂模は、滿洲語の池にして、蒙古語にては察罕 納兀兒と云ふ。卽 白き湖水なり。忽魯班 達彌爾は、三つの塔米兒にして、卽 太宗紀の塔密兒 河なり。それを三 塔米兒としも云へるは、蓋 三大源の合流せるか、三道に分流せる所あるかに因れるならん。偰氏 家傳の文に據れば、和林の地は、塔米兒 河の南に當り、鄂兒坤 河と札兒曼台 河との閒に挿まりて、今の賽音諾顏 部 附牧 額魯特 旗の北境にありしなり。「三水距㆓城北㆒三十里合流」とあるは、鄂兒坤 河の札兒曼台 河を幷せ、又 北に流れて、塔米兒 河を幷するを云ふ。沈垚 曰く「三水會合の地、計去㆓和林 城㆒、約有㆓三百里㆒。而偰氏家傳謂㆓三十里㆒、傳寫誤耳。」偰輦傑 河は、今の色楞格 河なり。鄂兒坤 河は、塔米兒 河を幷せて後も、鄂兒坤と云ひて、色楞格とは云はず。高寶銓 曰く「三水合流、當㆘指㆔塔米爾 會㆓於 鄂爾坤㆒而言㆖。而曰㆓偰輦傑㆒者︀、鄂爾坤 下合㆓色楞格 河㆒、互受㆓通稱㆒矣。」






鄂兒坤オルクン 河を渡れる二人の紀行


又 西遊記に、長春は、太祖︀ 十六年 五月、陸局 河(客嚕倫 河)を離れてより西に行くこと十日にして「漸見㆓大山峭拔㆒。從㆑此以西、漸有㆓山阜㆒、人烟頗眾、云云。又四程、西北渡㆑河、乃平野。其旁山川皆秀麗、水草且豐美。東西有㆓故城㆒、基趾若㆑新、街衞巷陌可㆑辨。制作類︀㆓中州㆒、歲月無㆓碑刻可㆒㆑考。或云「契丹所㆑建。」旣而地中得㆓古瓦㆒、上有㆓契丹字㆒。蓋遼亡、士馬不㆑降者︀、西行所建城邑也。」張德輝の塞北 紀行に云く「自㆓黑山之陽㆒西南行九驛、復臨㆓一河㆒、北語云㆓渾 獨剌㆒、漢︀言兔兒也。遵㆑河而西行一驛、有㆓契丹 所築故城㆒。城方三里、背㆑山面㆑水。自㆑是水北流矣。自㆓故城㆒西北行三驛、過㆓畢兒紀都︀㆒、乃工匠積養之地。又經㆓一驛㆒、過㆓大澤泊㆒。周廣約六七十里、水極澂徹、北語謂㆓吾悞竭 腦兒㆒。自㆓泊之南㆒而西、分㆑道入㆓和林 城㆒、相去約百餘里。泊之正西有㆓小故城㆒、亦 契丹 所築也。繇㆑城四望、地勢平曠可㆓百里㆒。外皆有㆑山、山之陰多㆓松林㆒。瀕㆑水、則靑楊叢柳而已。中卽 和林 川也。居人多事㆓耕稼㆒、悉引㆑水灌㆑之、閒亦有㆓蔬圃㆒。繇㆓川之西北㆒行一驛、過㆓馬頭山㆒。居人云「上有㆓大馬首㆒、故名㆑之。」百㆓馬頭山之陰㆒、轉而復西南行、過㆓忽蘭 赤斤㆒、乃奉部曲民匠種藝之所。有㆑水㆑曰㆓塌米 河㆒注㆑之。東北又經㆓一驛㆒、過㆓石堠㆒云云。自㆓堠之西南㆒行三驛、過㆔一河曰㆓唐古㆒。其水亦東北流。水之西有㆓峻嶺㆒。嶺之石、皆鐵如也。嶺陰多㆓松林㆒。其陽、帳殿在焉、乃避㆑夏之所也。」忽蘭 赤斤の自注に「山名、以㆔其形似㆓紅耳㆒也」とあり。渾 獨剌 河は、卽 渾れる禿剌 河、塌米 河は、卽 塔米兒 河なり。禿剌を兔兒と譯したるの當否は知らねども、蒙古語に兔を禿來と云ふ。沈垚 曰く「過㆓兔兒河㆒而西、又行一驛、然後至㆓契丹 故城㆒、則城當㆑在㆓喀魯哈 河之西、土謝圖 汗本旗之東北㆒。」又曰く「眞人所渡之河、當㆓是 鄂勒昆 河㆒也。云㆘山川秀麗、故城地中得㆓古瓦㆒、有㆗契丹 字㆖、則已在㆓和林 側近㆒。而不㆑言㆓和林㆒者︀、是時實未㆑建㆑都︀、故無㆓和林 之目㆒也。」又 曰く「西游記言㆘東西有㆗故城㆖。東故城、卽紀行過㆑河而西行一驛之 契丹 故城。西故城、卽紀行 腦兒 正西之小故城。蓋東西之言、所㆑兼頗廣。秀麗之云、實兼㆓指今 鄂勒昆 河東西兩岸㆒矣。」紀行の吾悞竭 腦兒は、喇篤羅甫の蒙古 考古圖の第八十二幅 鄂兒歡 科克申 鄂兒歡 地圖の兀格依 諾兒なり。






兀格依 諾兒ウゲイ ノル


この湖水は、鄂兒歡 河の東 三 英里に在り。その水西に出で、南より流れくる科克申 鄂兒歡 河を幷せて、哈羅 河となり、西に流れて鄂兒歡 河に入る。その入る處は、塔米兒 河の鄂兒歡 河に入る處より一 英里 餘 南 卽 上流に在り。沈垚は「吾悞竭 腦兒、卽 今 察罕 池。池西南百餘里、實元 和林 城所在矣」と云ひて、張穆 高寶銓は、皆それに從ひたれども、その考は誤れり。吾悞竭と察罕と音の似
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